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わたくしたちは 

   防府市民の誓いの理念に基づき 

   生涯にわたり楽しく学びながら 

 

    ●思いやりとふれあいのあるまち 

    ●歴史と文化の薫るまち 

    ●いきいきとした健やかなまち 

    ●やすらぎのある住みよいまち  

    ●未来に向かって飛躍するまち 

 

   の実現に向けて努力することを決意し 

   ここに防府市を 

   ｢生涯学習都市｣とすることを宣言します。 

 

    平成１２年１０月７日 

                 防 府 市 

 

第２章 防府市における生涯学習の現状と課題 

１ 生涯学習推進の経緯                        
 

本市では、平成９年に、本市独自の生涯学習の指標として、「防府市民の誓い」を具

現化した「防府市生涯学習のまちづくりの目標」を策定し、住民参加型の生涯学習に

よるまちづくりを展開してきました。 

平成１２年３月には、「防府市生涯学習のまちづくり目標」を実現するために、「防

府市生涯学習推進計画（学ぼうやプラン）」を策定し、同年９月２２日に市議会の決議

を経て、同年１０月７日に、市民意識の高揚を図るとともに、行政、民間団体、市民

が一体となり生涯学習を推進していくため、「生涯学習都市宣言」を行いました。 

 その後、平成２４年３月には、地域との協働など、新しい課題に対応していくため、

「第２次防府市生涯学習推進計画」（平成２４年度から令和３年度まで）を策定し、平

成２８年度には計画の見直しを行い、生涯学習によるまちづくりの推進を図ってきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習都市宣言 
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２ 生涯学習推進計画（第２次）における取組と課題          
 

「第２次防府市生涯学習推進計画」では、「いつでもどこでも学べる環境づくり」、「ひとり

ひとりがきらめく人づくり」、「学びを通じてつながる地域づくり」を基本目標とし、平成２

４年度から１０年後を目標として施策に取り組んできました。基本目標に基づく主な取組や

課題は次のとおりです。 

 

基本目標１ 「いつでもどこでも学べる環境づくり」 

 

【主な取組】 

 市民の自主的な学習活動を支援するため、各種講座の実施や情報紙の発行、イベントの開

催等の多様な学習機会の提供を行いました。 

 

○生涯学習意識の醸成 

・聞いて得するふるさと講座（出前講座）の実施 

・生涯学習フェスティバル※の開催、学ぼうやコンテスト※の開催 

 ・ボランティア協働情報紙※「まなぼら」、子ども向け生涯学習情報紙「まなぼうやだより」 

の発行 

 

○多様な学習機会の提供 

 ・妊娠期、就学期、思春期等の各年齢期に応じた子育て講座の開催 

 ・市民教養講座、高齢者教室等の開催 

・国際交流フォーラム、国際交流フェスティバルの開催 

・放課後子ども教室※の開催、職場体験学習の実施、市民文化祭の開催 

・人権学習市民セミナーの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

生涯学習フェスティバル：生涯学習ボランティアや市民が主体的に企画・運営し、学ぶことの楽しさを伝えるとと

もに、多くの市民が生涯学習活動に参加する機会となるイベント。 

学ぼうやコンテスト：防府市の生涯学習マスコットキャラクター「学ぼうや」とその家族を題材にしたイラスト作

品のコンテスト。 

ボランティア協働情報紙：生涯学習課、防府市社会福祉協議会、防府市市民活動支援センターの３機関で作成する

生涯学習・市民活動・ボランティア活動に関する情報紙。 

放課後子ども教室：放課後等の安全・安心な子どもたちの居場所を確保するために、地域住民の参画を得て、子ど

もたちの学習やスポーツ・文化活動を行う。 

自主企画講座 

（生涯学習フェスティバル） 
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○生涯学習関連施設※の整備・充実 

 ・公民館だより等による学習情報発信 

 ・小野公民館の建替え等、公民館の整備・改修と維持管理 

・公民館における教養講座やサークル活動等の実施 

 ・子ども読書フェスティバルの開催 

・青少年科学館、文化財郷土資料館等における講座や企画展の実施 

・公会堂の改修 

                                             

○学習相談体制の充実 

 ・生涯学習や社会教育に関わる専門的職員への研修の実施 

 

○産学公民※の教育ネットワークの強化 

 ・防府市生涯学習推進協議会による生涯学習推進計画の進行管理と実施状況の総合調整 

 ・ボランティア協働情報紙「まなぼら」の発行、ほうふ市民活動フェスタの開催 

・公開講座の開講、サテライトカレッジや「家庭の日」親子ふれあいイベントの開催 

 

【現状と課題】 

生涯学習意識の醸成や多様な学習機会の提供については、施策の体系にもとづき、さまざ

まな講座やイベントが実施されました。その中でも、聞いて得するふるさと講座（出前講座）

は、小・中学校をはじめとする関係機関や団体に積極的に利用案内を行うことで、幅広く活

用され、地域の方のつながりや喜びに寄与しているという声が寄せられるなど、一定の成果

が認められます。 

一方で、課題としては、講座やイベントにおける参加者の固定化が挙げられます。講座や

イベントそのものが知られていないことも多く、より多くの人が参加しやすいようにソーシ

ャルメディア※の活用も含めた効果的な情報発信やきっかけづくりが必要であると考えられ

ます。 

また、近年の社会情勢の変化に伴い多様化する学習ニーズへの対応についても課題であり、

講座やイベント内容の更なる充実が求められています。 

生涯学習関連施設の整備・充実については、市民の学習活動を総合的に支援する地域の拠

点施設として引き続き整備に努め、機能面での充実が求められています。 

産学公民の教育ネットワークの強化については、連携による成果の検証を十分に行うこと

でより高い相乗効果が得られるよう、きめ細やかな工夫を行う必要があります。 

そして、今後の生涯学習に関する環境づくりにおいては、学習によって得られた知識や技

能、参加者同士のつながりを更なる学びや活動につなげ、地域づくりやまちづくりに生かす

という視点が一層求められます。 

 

 

 

 

 

                                          

生涯学習関連施設：公民館・博物館・図書館等の社会教育施設のほか、スポーツ施設、文化施設、また生涯学習を

支援する施設を含む。 

産学公民：民間企業、学校、国・地方公共団体、地域住民・ＮＰＯ等を表す。 

ソーシャルメディア：インターネットを利用して個人間のコミュニケーションを促進するサービスの総称。 
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基本目標２ 「ひとりひとりがきらめく人づくり」 

 

【主な取組】 

 学習成果を生かせる機会の充実を図り、さまざまな技術や知識を持つ人材が活躍できる体

制づくりを行いました。 

 

○生涯学習を支える人材の育成 

 ・スポーツ、環境、子育て、障害福祉等に関する養成講座や研修の実施 

 ・県主催の「地域協育ネット※」コーディネーター養成講座※の積極的な活用 

 

○学習成果を生かす機会の充実 

 ・『ほうふ幸せます人材バンク「指導者バンク」』※登録者による公開講座（学ぼうやセミナ

ー）の開催 

 ・生涯学習フェスティバルにおける一般公募による自主企画講座や発表会等の開催 

 ・地区文化祭での作品発表 

 ・子ども読書フェスティバルの開催 

 ・市民文化祭や障害者ふれあい芸術展の開催 

 

○主体的な市民活動への支援 

 ・市民活動支援センターを中心とした市民活動団体への支援（相談、情報収集・発信） 

 

【現状と課題】 

生涯学習を支える人材の育成については、さまざまな養成講座や研修が実施されましたが、

人材の固定化や高齢化が課題として挙げられます。新たな人材の発掘や養成に向けては、学

習に参加したくなるような柔軟な取組が求められます。 

また、養成講座等の開催においては、地域の実情や参加者の習熟度に応じた講座内容の検

討など、きめ細やかな対応が必要であると考えられます。 

 学習成果を生かす機会の充実や主体的な市民活動への支援においても、参加者や参加団体

が固定化する傾向にあり、新規参加の呼びかけを積極的に行う必要があります。特に、市民

活動の支援においては、市民活動ボランティアマッチング※の活用や関係者間での好事例の共

有などを通じて、市民活動団体の基盤強化や活性化、市民活動に対する市民の参加意欲を高

めることが求められます。 

 

 

 

                                            
地域協育ネット：幼児期から中学校卒業程度までの子どもの育ちや学びを、地域ぐるみで見守り、支援することを

意図した山口県が推進する教育支援体制。概ね中学校区をひとまとまりとし、地域協育ネット協議会※を核とした、

学校・家庭・地域の連携による仕組み。 

地域協育ネット協議会：めざす子どもの姿や具体的な活動内容等を共有し、協働で推進する。中学校区内の各学校

運営協議会の代表、ＰＴＡ代表、校長、公民館社会教育教育指導員で構成。 

「地域協育ネット」コーディネーター養成講座：「地域協育ネット」に係るコーディネーターとして活動する者を

対象とし、必要な知識・技能等を身に付け、地域活動の核となる人材を養成する。 

『ほうふ幸せます人材バンク「指導者バンク」』：ボランティア講師の登録・派遣制度。 

市民活動ボランティアマッチング：ボランティア活動を希望する市民のボランティア登録と、ボランティアの募

集を希望する団体などのニーズ登録を受付け、双方に情報提供などを行い、人と活動をつなぐ取組。 
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基本目標３ 「学びを通じてつながる地域づくり」 

 

【主な取組】 

学習成果を、お互いに教え学び合うことで人と人がつながりを深め、地域課題の解決に向

けて地域全体で取り組む活動を支援するための仕組みづくり等を行いました。 

 

○地域活動の拠点づくり 

 ・「防府まるごと学校のつどい※」の開催 

 ・地域連携教育プロジェクト会議の開催 

 ・コミュニティ・スクール※の推進 

・放課後子ども教室の開催 

・公民館家庭教育学級、就学期子育て講座、高齢者教室等の開催 

 

○地域の協働※を進めるための仕組みづくり 

 ・『ほうふ幸せます人材バンク「支援者バンク」』による学校づくり、地域づくりの推進 

 ・「家庭教育支援チーム※」による子育てひろば、ふれあい体験、子育て学習会の開催 

 ・山口短期大学との協働による「家庭の日」親子ふれあいイベントの開催 

 ・青少年育成市民会議※による「家庭の日」運動※に関する啓発用品（ポスター、チラシ等）

の作成・配布 

・母子保健推進員による訪問活動や各地区子育てサークルの実施 

 ・家庭教育学級や女性学級等の公民館活動の推進 

 

【現状と課題】 

地域活動の拠点づくりについては、多様化する市民ニーズに対応するため、公民館の講座

や学級において学習プログラムの提供などが求められています。コミュニティ・スクールの

推進では、学校運営協議会における協議の充実などによる更なる質的向上を図る必要があり

ます。 

また、地域の協働を進めるための仕組みづくりについては、学校や地域の活性化のため、

平成２８年度には学校支援ボランティアの登録制度である『ほうふ幸せます人材バンク「支

援者バンク」』を、令和元年度には地域全体での家庭教育力の更なる向上を目指し、子育て経

験者等で構成する「家庭教育支援チーム」を新設しましたが、人材の固定化が課題として挙

げられ、「学び」を「活動」につなげることを通じて持続可能な仕組みづくりを図る必要があ

ります。 

                                          

防府まるごと学校のつどい：コミュニティ・スクール及び地域協育ネットの関係者を対象にした地域連携教育に

おける目標や活動内容等の共有を行うための会議。 

コミュニティ・スクール：保護者や地域住民等で構成される学校運営協議会の意見を学校に反映させ、より充実し

た学校運営を図る制度。 

協働：多様な主体が、それぞれの特性を生かし、互いを尊重し、協力して取り組むこと。 

家庭教育支援チーム：学習機会の提供、親子参加型行事の開催、子育てに関する情報提供及び相談対応を実施する

家庭教育支援を行うことにより、地域全体で家庭教育を充実させていくことを目的とした子育て経験者等で構成

するチーム。 

防府市青少年育成市民会議：市民の総意を結集して青少年育成市民運動を展開し、青少年の健全な育成を図るこ

とを目的とした会議。 

「家庭の日」運動：青少年を健全に育てるための最も重要な基盤である家庭を見直すために、毎月第３日曜日を

「家庭の日」として、防府市青少年育成市民会議を中心に推進している運動。 
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３ 「生涯学習に関する意識調査」にみる現状と課題       
 

 

「生涯学習に関する意識調査」の概要  

 

「第３次防府市生涯学習推進計画（学ぼうやプラン３）」の策定を行うにあたり、防府市民の生涯

学習に関する意識と活動の現状及び学習ニーズを把握するため、意識調査を実施しました。 

なお、平成２７年度の調査結果を踏まえ、令和２年度の調査結果の分析等を行いました。 

 

○ 調査対象：市内在住の２０歳以上の２，０００人を無作為抽出 

○ 調査期間：令和２年７月１日から７月３１日まで 

○ 有効回答者数：６７３人（回収率：３３．７％） 

なお、「ｎ」は当該質問の回答者数を表しており、複数回答が可能な質問については、各項目

の割合の合計が１００％を超える場合があります。 
 
 
 
■ 回答者の属性（年代） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜参考＞ 

平成２７年度実施の「生涯学習に関する意識調査」 

○ 調査対象：市内在住の２０歳以上の２，０００人を無作為抽出 

○ 調査期間：平成２７年６月３０日から７月３１日まで 

○ 有効回答者数：７３０人（回収率：３６．５％） 

 
 
 
 
 
 

7.9 

7.0 

9.2 

12.6 

15.8 
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18.1 
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23.3

16.3 21.2 

20.8 

10.5 

4.9 
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（１）生涯学習への取組状況について 

 

設問 あなたは、この１年間、何らかの生涯学習活動をしたことがありますか。 

 

■ 生涯学習の取組状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この１年間の生涯学習については、何らかの生涯学習活動をしたことがあると回答した人は５９．

６％で、前回の調査結果とほぼ同じ割合となっています。 

 

■ 生涯学習の取組状況について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年代別の特徴をみると、２０歳代が７６．６％と最も高く、続いて７０歳代が６５．７％となって

います。一方、６０歳代が５１．８％、８０歳代以上が５２．９％と比較的低くなっています。 

59.6

60.3

40.4 

39.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

平成２７年度

何らかに取り組んだ 特にしていない

76.6
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（２）生涯学習に特に取り組まなかった理由 

 

設問 あなたが、学習活動をしなかった理由は何ですか。 

（複数回答可能で、割合は各項目の選択者数をｎで除したもの） 

 

■ 生涯学習に特に取り組まなかった理由について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習を特にしていない理由については、前回調査と同様に「仕事や家事が忙しく自由時間が

ない」、「特に理由はない」、「きっかけがつかめない」が上位３項目となっています。 

また、「施設の利用時間帯が適当ではない」との回答の割合が低くなった一方で、「参加したいと思

う内容の講座や教室などがない」、「学ぶ必要性を感じない」との回答が多くなっています。 

 

 

38.3

32.5

23.5

16.2

12.3

10.8

9.4

8.3

7.6

6.9

6.9

5.8

1.4

0.7

6.1

42.7

29.6

24.5

20.4

10.6

11.7

7.7 

11.7

6.2 

15.0 

6.6 

8.0 

0.7 

1.1 

8.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事や家事が忙しく自由時間がない

特に理由はない

きっかけがつかめない

めんどうである

参加したいと思う内容の講座や教室などがない

一緒に学習や活動をする仲間がいない

学ぶ必要性を感じない

必要な情報が入手できない

子どもや親などの世話をしてくれる人がいない

施設の利用時間帯が適当ではない

身近なところに学習やスポーツ活動の

できる施設や場所がない

費用がかかり過ぎる

適切な指導者がいない

家族や職場など周囲の理解が得られない

その他

令和２年度

平成２７年度

ダミー

令和２年度

ｎ=277

平成２７年度

ｎ=274
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■ 生涯学習に特に取り組まなかった理由について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

２０歳代から７０歳代で「仕事や家事が忙しく自由時間がない」、「きっかけがつかめない」が比較

的多く回答されており、学習活動を始める身近なきっかけの場の創出が重要と考えられます。 

また、３０歳代で「子どもや親などの世話をしてくれる人がいない」、７０歳代では、「一緒に学習

や活動をする仲間がいない」が比較的多く回答されており、こうした年代別の特徴からも、対象者の

ライフステージに応じた魅力あるテーマの学習機会の提供をすることで生涯学習のきっかけづくり

を図っていくことが求められています。 

4.2 

5.4 

4.1 

6.9 

5.7 

1.2 

2.3 

8.3 

1.4 

5.2 

2.3 

4.7 

4.7 

4.2 

1.4 

3.1 

8.0 

4.7 

2.3 

4.2 

5.4 

4.1 

9.2 

9.4 

8.1 

29.2 

29.7 

27.8 

24.1 

15.1 

12.8 

4.7 

8.1 

7.2 

2.3 

0.9 

3.5 

4.7 

4.2 

2.7 

5.2 

4.6 

1.9 

2.3 

1.0 

0.9 

8.1 

1.0 

6.9 

6.6 

10.5 

2.3 

1.0 

1.9 

1.2 

8.3 

2.7 

6.2 

5.7 

7.5 

2.3 

2.3 

16.7 

17.6 

10.3 

10.3 

11.3 

16.3 

7.0 

8.3 

9.5 

7.2 

9.2 

10.4 

8.1 

7.0 

12.5 

8.1 

16.5 

10.3 

16.0 

20.9 

48.8 

2.8 

5.8 

20.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

必要な情報が入手できない 身近なところに学習やスポーツ活動の

できる施設や場所がない

施設の利用時間帯が適当ではない 参加したいと思う内容の講座や教室

などがない

仕事や家事が忙しく自由時間がない 子どもや親などの世話をしてくれる人が

いない

費用がかかり過ぎる 家族や職場など周囲の理解が得られない

一緒に学習や活動をする仲間がいない 適切な指導者がいない

学ぶ必要性を感じない きっかけがつかめない

めんどうである 特に理由はない

その他 ダミー
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（３）生涯学習の活動内容等について 

 

設問 あなたは、この１年間、次の分野に関する学習活動をしたことがありますか。 

（複数回答可能で、割合は各項目の選択者数をｎで除したもの） 

 

■ 活動内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容については、「健康・スポーツ」、「趣味的なもの」、「職業上必要な知識・技能」、「家庭

生活に役立つ知識・技能」が上位項目となっており、前回の調査結果と共通しています。 

一方、前回の調査結果と比較すると、「趣味的なもの」、「教養的なもの」の割合が低くなり、「ボ

ランティア活動」や「自然体験活動」の割合が高くなっています。 

 

51.6 

36.6 

26.1 

25.6 

23.4 

19.4 

17.2 

14.9 

13.4 

10.9 

9.7 

4.7 

3.2 

1.9 

49.0 

47.1 

27.0 

25.6 

18.7 

22.7 

17.5 

10.8 

12.2 

11.0 

4.5 

3.1 

3.6 

0% 20% 40% 60%

健康・スポーツ

趣味的なもの

職業上必要な知識・技能

家庭生活に役立つ知識・技能

ボランティア活動

教養的なもの

パソコン・インターネットに関すること

自然体験活動

育児・教育

社会問題

語学 ※新項目

地域づくり

指導者養成

その他

令和２年度

平成２７年度

ダミー

令和２年度

ｎ=401

平成２７年度

ｎ=418
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■ 活動内容について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に見ると２０歳代から７０歳代で「健康・スポーツ」の割合が高くなっており、８０歳代以

上では「趣味的なもの」の割合が高くなっています。 

また、３０歳代、４０歳代で「職業上必要な知識・技能」、６０歳代、７０歳代以上で「ボランテ

ィア活動」の割合が比較的高くなっており、ライフステージ※に応じて市民の学習ニーズに違いがあ

ることがうかがえます。 

 

 

                                             

ライフステージ：人生における乳幼児期・少年期・青年期・成人期・高齢期等のそれぞれの段階。 

10.2 

9.4 

12.1 

14.0 

16.4 

16.5 

20.0 

8.7 

9.4 

4.8 

7.3 

5.7 

7.2 

12.9 

3.1 

2.6 

3.0 

4.7 

4.4 

3.8 

10.6 

17.3 

27.4 

19.4 

20.0 

18.9 

20.3 

15.3 

12.6 

7.7 

9.7 

10.0 

6.9 

10.5 

12.9 

10.2 

12.0 

4.2 

4.0 

3.8 

2.5 

2.4 

11.0 

17.9 

17.1 

14.0 

5.7 

4.6 

1.2 

7.9 

2.5 

4.8 

2.0 

4.4 

3.0 

1.2 

6.3 

5.1 

6.1 

10.0 

6.9 

6.3 

4.7 

7.1 

5.1 

8.5 

3.3 

6.9 

4.6 

4.7 

2.4 

0.9 

8.5 

6.7 

12.6 

15.2 

11.8 

1.6 

1.2 

0.7 

3.1 

3.4 

1.2 

1.6 

0.6 

1.3 

2.5 

1.7 

2.0 

1.8 

0.4 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

趣味的なもの 教養的なもの 社会問題

健康・スポーツ 家庭生活に役立つ知識・技能 育児・教育

職業上必要な知識・技能 語学 パソコン・インターネットに

関すること

自然体験活動 ボランティア活動 地域づくり

指導者養成 その他 ダミー
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《学習成果の活用》 

 

設問 あなたは、学習活動で学んだことを、どのように生かしたいと思いますか。 

（複数回答可能で、割合は各項目の選択者数をｎで除したもの） 

 

■ 学習成果の活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動で学んだ成果をどのように活用したいと思うかについては、前回の調査と同様「自分や

家族の教養・生活の向上」、「日常生活に必要な知識を得る」、「現在の仕事や就職・転職」が上位３項

目となっており、個人に関わることが多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

63.0 

40.2 

25.6 

15.5 

12.2 

11.1 

3.6 

9.3 

69.4 

39.4 

26.0 

15.4 

12.4 

10.6 

4.0 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分や家族の教養・生活の向上

日常生活に必要な知識を得る

現在の仕事や就職・転職

地域づくりやまちづくり活動

社会福祉活動

資格取得

その他

特にない

令和２年度

平成２７年度

ダミー

令和２年度

ｎ=386

平成２７年度

ｎ=396
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■ 学習成果の活用について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の調査と同様に、６０歳代以降の年代において、「社会福祉活動」、「地域づくりやまちづくり

活動」の割合が比較的高くなっており、アクティブシニアと呼ばれる層に対する成果を発揮できる

機会の提供、交流の場づくり等の支援が必要となっていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.7 

35.9 

33.1 

36.4 

36.7 

33.3 

36.2 

21.3 

22.8 

18.0 

20.2 

16.7 

28.0 

29.3 

24.0 

23.9 

21.8 

18.2 

7.8 

3.3 

10.7 

9.8 

10.5 

8.1 

3.3 

0.7 

2.7 

3.0 

6.1 

10.0 

12.7 

12.1 

1.3 

1.1 

5.3 

5.1 

17.8 

16.0 

10.3 

1.3 

1.1 

2.3 

3.0 

4.4 

1.3 

4.0 

5.4 

6.0 

3.0 

3.3 

4.7 

12.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

自分や家族の教養・生活の向上 日常生活に必要な知識を得る

現在の仕事や就職・転職 資格取得

社会福祉活動 地域づくりやまちづくり活動

その他 特にない
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《生涯学習に関する情報の入手方法》 

 

設問 あなたは、学習活動に関する情報をどのような方法で収集していますか。 

（複数回答可能で、割合は各項目の選択者数をｎで除したもの） 

 

■ 生涯学習に関する情報の入手方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習に関する情報入手方法では、「新聞(折り込み広告を含む)、ミニコミ誌」の割合が低くな

り、「インターネットのホームページなど」の割合が高くなっています。また、前回の調査と同様に

「県・市・町の広報誌」が上位の項目となっており、身近な情報については、紙媒体による提供も重

要であることがうかがえます。引き続き、さまざまなメディアを活用した学習情報の提供や情報誌

の内容の充実を図っていくことが求められています。 

 

 

38.9 

38.9 

38.1 

23.6 

23.1 

21.0 

18.9 

16.8 

14.0 

12.2 

11.4 

5.7 

3.9 

2.8 

40.9 

25.9 

37.2 

24.7 

32.4 

20.2 

17.7 

18.2 

14.0 

16.7 

6.5 

5.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

県・市・町の広報誌

インターネットのホームページなど

家族、友人・知人、近所の人から

テレビ・ラジオ・有線放送

新聞(折り込み広告を含む)、ミニコミ誌

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）など

※新項目

自治会、町内会の回覧

チラシ・ポスターなど

公民館、図書館などの広報誌やパンフレット

職場の機関誌、掲示板、パンフレットなど

サークル、同好会、学校(ＰＴＡ活動)の会報など

民間の生涯学習情報の専門誌

県・市・町の情報コーナーや相談窓口

その他

令和２年度

平成２７年度

ダミー

令和２年度

ｎ=386

平成２７年度

ｎ=401
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■ 生涯学習に関する情報の入手方法について（年代別） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に見ると、２０歳代では「ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）」、３０歳代では

「インターネットのホームページなど」の割合が高く、５０歳代以上で「県・市・町の広報誌」の割

合が高くなっており、情報を提供する側において、対象年齢に応じたさまざまな情報媒体の活用が

求められています。 

 

 

 

3.9 

2.8 

9.0 

8.4 

7.4 

9.7 

18.0 

2.9 

2.8 

1.6 

3.2 

3.4 

0.4 

2.0 

6.9 

6.4 

7.9 

9.7 

11.5 

6.8 

14.0 

22.5 

25.7 

20.6 

19.5 

9.5 

5.5 

3.0 

26.5 

11.9 

9.0 

9.7 

4.7 

0.8 

3.9 

4.6 

8.5 

9.1 

5.4 

4.6 

7.0 

3.9 

8.3 

10.6 

15.6 

17.6 

21.1 

17.0 

2.6 

1.3 

2.0 

1.7 

1.0 

1.0 

1.8 

4.8 

1.3 

6.8 

10.5 

5.0 

1.8 

3.2 

3.2 

10.1 

13.5 

13.0 

18.6 

19.3 

11.1 

11.0 

14.2 

14.8 

13.0 

4.9 

1.8 

3.2 

2.6 

3.4 

7.6 

4.0 

4.9 

11.0 

6.9 

4.5 

3.4 

2.1 

1.8 

1.1 

0.6 

0.7 

0.8 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

新聞(折り込み広告を含む)、ミニコミ誌 民間の生涯学習情報の専門誌

テレビ・ラジオ・有線放送 インターネットのホームページなど

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・

サービス）など

チラシ・ポスターなど

県・市・町の広報誌 県・市・町の情報コーナーや相談窓口

公民館、図書館などの広報誌や

パンフレット

自治会、町内会の回覧

家族、友人・知人、近所の人から サークル、同好会、学校(ＰＴＡ活動)の

会報など

職場の機関誌、掲示板、パンフレットなど その他
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《学習施設の利用回数と満足度》 

 

設問 あなたは、この１年間、生涯学習活動に以下の施設等をどの程度利用しましたか。 

施設についての利用回数と満足度について教えてください。 

 

■ 学習施設の利用回数について 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9 

4.9 

0.4 

0.3 3.0 

8.2 

2.7 

3.8 

3.5 

5.0 

8.7 

8.2 

4.4 

4.4 

0.4 
0.6 

1.7 0.5 

2.1 

6.8 

1.8 

17.8 

23.7 

3.4 

7.3 

11.8 

24.0 

3.6 

7.9 

0.6 

1.7 

3.1 

4.0 

5.1 

9.8 

1.4 

5.0 

0.4 

0.3 
1.7 

2.1 0.6 

2.4 

3.7 

7.1 

31.7 

36.2 

38.9 

55.5 

20.0 

21.6 

23.8 

28.0 

26.0 

30.4 

11.5 

15.1 

4.4 

9.0 

3.7 

9.0 

5.8 

10.0 

3.1 

8.3 

1.9 

3.1 

1.9 

8.8 

48.6 

35.2 

57.3 

36.9 

65.2 

46.2 

69.9 

60.3 

73.4 

67.9 

81.9 

75.9 

81.8 

73.0 

90.5 

81.6 

93.8 

89.3 

94.6 

87.9 

97.0 

92.4 

87.6 

82.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図書館(R２)

図書館(H27)

地域交流センター(R２)

地域交流センター(H27)

公民館等(R２)

公民館等(H27)

スポーツセンター体育館(R２)

スポーツセンター体育館(H27)

青少年科学館(R２)

青少年科学館(H27)

学校施設(R２)

学校施設(H27)

勤務先(R２)

勤務先(H27)

民間のカルチャーセンター(R２)

民間のカルチャーセンター(H27)

文化財郷土資料館(R２)

文化財郷土資料館(H27)

地域協働支援センター(R２)

地域協働支援センター(H27)

放送大学・通信教育(R２)

放送大学・通信教育(H27)

その他(R２)

その他(H27)

週１・２回程度 月１・２回程度 年１・２回程度

利用したことがない ダミー
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■ 学習施設の満足度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用回数はどの施設も若干の減少傾向がみられます。しかしながら、利用満足度はどの施設も比

較的高く評価されていることがうかがえます。 

 

 

 

 

22.5 

27.7 

19.9 

20.7 

21.5 

21.8 

24.8 

24.8 

30.8 

30.1 

13.6 

30.3 

26.6 

16.4 

21.7 

31.3 

10.0 

20.7 

23.1 

19.4 

14.3 

45.0 

40.0 

44.4 

57.2 

53.4 

57.4 

62.2 

51.1 

61.5 

56.4 

59.0 

51.5 

53.8 

61.4 

48.5 

46.8 

57.4 

56.5 

41.7 

50.0 

51.7 

50.0 

61.3 

50.0 

50.0 

35.0 

27.8 

6.3 

9.7 

7.9 

9.8 

10.8 

8.6 

6.0 

8.5 

9.2 

10.8 

6.8 

10.6 

10.1 

13.1 

13.0 

16.7 

23.3 

20.7 

11.5 

6.5 

28.6 

10.0 

11.1 

3.3 

4.9 

1.4 

1.0 3.2 

2.9 1.3 

1.7 1.5 

1.1 

1.5 3.8 

3.3 2.2 

2.1 

10.0 

3.4 

3.8 

7.1 

10.0 

11.1 

10.7 

4.3 

13.4 

6.3 

13.4 

5.2 

11.5 

6.0 

7.0 

5.3 

17.1 

9.1 

12.7 

9.8 

6.6 

8.2 

6.7 

3.5 

11.6 

12.8 

5.0 

5.0 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図書館(R２)

図書館(H27)

地域交流センター(R２)

地域交流センター(H27)

公民館等(R２)

公民館等(H27)

スポーツセンター体育館(R２)

スポーツセンター体育館(H27)

青少年科学館(R２)

青少年科学館(H27)

学校施設(R２)

学校施設(H27)

勤務先(R２)

勤務先(H27)

民間のカルチャーセンター(R２)

民間のカルチャーセンター(H27)

文化財郷土資料館(R２)

文化財郷土資料館(H27)

地域協働支援センター(R２)

地域協働支援センター(H27)

放送大学・通信教育(R２)

放送大学・通信教育(H27)

その他(R２)

その他(H27)

満足 まあ満足

やや不満 不満

どちらともいえない ダミー
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（４）学習課題の重要度 

 

設問 あなたは、今後、人々が学習活動を進めていくにあたって、どのような学習課題が大切と 

思いますか。（複数回答可能で、割合は各項目の選択者数をｎで除したもの） 

 

■ 学習課題の重要度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学習課題の重要度については、「健康の維持・増進に関すること」、「高齢者の生きがい活動に関す

ること」、「環境問題・自然保護に関すること」、「子育て支援や家庭教育の向上に関すること」などが

前回の調査結果と同様に上位となっています。また、今回の調査では、「パソコン・インターネット

に関すること」と回答した人の割合が高くなっており、パソコンやインターネットに関する学習課

題が大切だと思っている市民が増えていることがうかがえます。 

 
 

47.0 

39.1 

35.1 

33.1 

26.2 

21.2 

20.1 

18.4 

17.8 

15.2 

12.9 

12.8 

7.6 

7.0 

6.5 

5.5 

5.1 

3.1 

1.9 

52.0 

49.2 

33.2 

35.2 

31.6 

23.5 

11.6 

18.8 

21.8 

15.2 

10.4 

12.5 

12.8 

3.7 

7.5 

4.9 

5.3 

2.3 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

健康の維持・増進に関すること

高齢者の生きがい活動に関すること

環境問題・自然保護に関すること

子育て支援や家庭教育の向上に関すること

地域の活性化やまちづくりに関すること

学校教育や子どもの教育に関すること

パソコン・インターネットに関すること

若者や中高年、高齢者、女性の就職対策や

職業能力向上に関すること

犯罪対策や安全・安心のまちづくり、消費者問題に関すること

文化・芸術の振興や伝統文化の継承に関すること

地域の教育力の向上に関すること

スポーツ活動の振興に関すること

観光の振興に関すること

国際交流や国際問題に関すること

政治や経済に関すること

人権問題に関すること

ＮＰＯやボランティア活動の促進に関すること

男女共同参画に関すること

その他

令和２年度

平成２７年度

ダミー
令和２年度

ｎ=673

平成２７年度

ｎ=656
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■ 学習課題の重要度について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に見ると、２０歳代から４０歳代で「子育て支援や家庭教育の向上に関すること」、「学校教

育や子どもの教育に関すること」、５０歳代以上で「健康の維持・増進に関すること」、「高齢者の生

きがい活動に関すること」の割合が高くなっています。学習課題の重要度がライフステージに応じ

て異なることがうかがえます。 

3.8 

8.3 

7.5 

11.2 

12.9 

13.5 

12.5 

13.8 

17.6 

11.1 

6.8 

8.2 

7.9 

6.3 

2.5 

5.0 

4.8 

3.8 

3.4 

3.8 

2.1 

11.9 

11.9 

9.8 

2.9 

4.0 

2.6 

5.7 

11.3 

11.5 

10.4 

15.6 

16.6 

15.2 

17.2 

5.6 

4.7 

4.8 

4.4 

3.4 

2.8 

1.0 

4.4 

2.9 

5.9 

10.0 

15.6 

19.0 

20.8 

8.8 

5.0 

7.9 

8.2 

2.4 

3.8 

3.1 

2.5 

2.2 

2.0 

0.9 

1.8 

1.1 

1.6 

2.5 

1.8 

1.6 

0.8 

0.4 

1.9 

0.7 

1.6 

2.1 

1.1 

1.9 

1.0 

5.6 

6.8 

7.9 

8.8 

4.0 

4.1 

4.2 

1.9 

1.4 

2.0 

3.5 

2.6 

0.9 

2.6 

5.0 

6.1 

6.1 

6.8 

10.6 

10.7 

5.7 

5.0 

7.6 

6.6 

2.9 

4.7 

4.7 

6.3 

6.3 

2.5 

4.3 

5.3 

4.7 

5.1 

3.1 

4.4 

1.4 

1.8 

2.9 

1.1 

0.6 

4.2 

3.1 

1.8 

3.2 

3.2 

1.8 

1.3 

1.6 

0.7 

0.7 
0.6 

0.3 

0.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

環境問題・自然保護に関すること 子育て支援や家庭教育の向上に関すること

地域の教育力の向上に関すること 学校教育や子どもの教育に関すること

健康の維持・増進に関すること スポーツ活動の振興に関すること

高齢者の生きがい活動に関すること 若者や中高年、高齢者、女性の就職

対策や職業能力向上に関すること

人権問題に関すること 男女共同参画に関すること

ＮＰＯやボランティア活動の促進に

関すること

パソコン・インターネットに関すること

国際交流や国際問題に関すること 地域の活性化やまちづくりに関すること

犯罪対策や安全・安心のまちづくり、

消費者問題に関すること

文化・芸術の振興や伝統文化の継承に

関すること

政治や経済に関すること 観光の振興に関すること

その他 ダミー
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（５）公民館等への期待 

 

設問 あなたは、文化福祉会館、公民館、学習等供用会館、野島漁村センターが、どんな施設である

ことを期待しますか。（複数回答可能で、割合は各項目の選択者数をｎで除したもの） 

 

■ 公民館等への期待について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

文化福祉会館、公民館、学習等供用開館、野島漁村センターなどの施設への期待については、前回

の調査と同様に「地域住民の文化・教養を向上させるための施設」、「高齢者が気楽に集い利用できる

施設」の割合が高くなっています。また、「地域の子育て支援のための拠点施設」と回答した人の割

合が増えています。 

 

 

 

 

43.5 

42.9 

27.6 

27.0 

25.6 

23.9 

17.7 

11.9 

1.6 

5.6 

46.9

44.1

31.2

28.1

23.1

26.4

18.5

12.2

1.1

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域住民の文化・教養を向上させるための施設

高齢者が気楽に集い利用できる施設

地域住民が利用したい時に利用できる貸館施設

地域のコミュニティ活動、ボランティア

活動などを支援するための施設

地域の子育て支援のための拠点施設

学習活動をするための情報提供や相談、

アドバイスをしてくれる施設

青少年が気楽に集い利用できる施設

地域の課題を解決するための学習を行う施設

その他

わからない

令和２年度

平成２７年度

ダミー
令和２年度

ｎ=673

平成２７年度

ｎ=637

 



第２章 防府市における生涯学習の現状と課題 

- 26 - 

■ 公民館等への期待について（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で比較すると、すべての年齢層で「地域住民の文化・教養を向上させるための施設」の割合

が高くなっています。また、２０歳代から３０歳代では「地域の子育て支援のための拠点施設」の回

答が多く、５０歳代以降から「高齢者が気楽に集い利用できる施設」の回答が多くなっています。青

少年、子育て世代、高齢者等のニーズに対応した的確な学習サービスの提供が求められます。 

19.3 

16.5 

13.7 

19.5 

22.4 

22.9 

19.9 

5.5 

7.2 

6.0 

1.3 

5.5 

6.2 

4.4 

11.0 

7.7 

11.3 

10.8 

12.2 

10.5 

8.8 

16.5 

21.6 

13.7 

13.0 

7.1 

3.9 

8.1 

10.1 

9.3 

13.7 

17.3 

19.6 

27.1 

33.8 

12.8 

13.9 

9.7 

6.1 

4.3 

3.9 

8.8 

11.9 

9.3 

13.7 

13.4 

14.1 

10.8 

7.4 

10.1 

10.8 

15.0 

14.7 

12.5 

11.8 

5.1 

0.5 

1.3 

1.3 

1.0 

2.8 

3.1 

2.0 

2.6 

2.4 

2.0 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

地域住民の文化・教養を向上させる

ための施設

地域の課題を解決するための学習を

行う施設

学習活動をするための情報提供や相談、

アドバイスをしてくれる施設

地域の子育て支援のための拠点施設

高齢者が気楽に集い利用できる施設 青少年が気楽に集い利用できる施設

地域のコミュニティ活動、ボランティア

活動などを支援するための施設

地域住民が利用したい時に利用できる

貸館施設

その他 わからない

 


